
栃木県県土整備部技術管理課
ダムの効果と最近の取組について（仮）

１　はじめに
　　栃木県県土整備部では、日光土木事務所で中禅寺ダム、三河沢ダムの２ダム、矢板土木事務所で西荒川ダ
ム、塩原ダム、寺山ダム、東荒川ダムの４ダム、安足土木事務所で松田川ダムの計７つの県営ダムを管理し
ております。
　　近年、自然災害が激甚化・頻発化する中、 栃木県においても流域全体であらゆる関係者が協力してハー
ド・ソフト一体となって、総合的に事前防災対策に取り組む「流域治水」を推進しており、ダムもその一端
を担っております。
　　また、これらのダムは、洪水調節による治水上の役割だけではなく、水道用水、農業用水、発電用水の補
給などの利水上の役割や、下流河川の水量安定、華厳滝の落水量確保など、環境や観光のためにも重要な役
割を担っています。
　本稿では、これらダムの効果や取組についてご紹介します。
２　洪水時のダムの効果
　　令和元年10月12日～13日の台風第19号で
は、7ダム全てで洪水調節を実施しました。
　　東荒川ダムでは、流域平均累加雨量が411
㎜を記録し、ダムへの最大流入量は約165㎥
/sに達しました。
　　東荒川ダムの洪水調節により、最大約
3,443千㎥（最大約159㎥/s）をダムに貯留
し、ダムが無かった場合と比較して、ダム下
流の松島橋地点（さくら市松島）では、約50
ｃｍ水位を低減させました。
　　また、三河沢ダム、西荒川ダム、塩原ダ
ム、松田川ダムでは合計668㎥の流木を捕捉
し、ダム下流の流木被害を防止しました。

３　渇水時のダムの効果
　　ダムに貯留した水を補給することで、渇水
時でも河川の水量を維持し、農業用水などの
水利用を可能とするなど、渇水被害を軽減し
ます。
４　ダムの PR
　　栃木県では、7月21日～31日の「ダムと湖
に親しむ旬間」に合わせて、ダムの一般公開
を実施しています。
　　普段は見ることのできない監査廊や、放流
ゲートなどを職員のわかりやすい説明を聞き
ながら見学することができます。
　　また、出前講座やダムカードの配布、ダム
カレーの販売促進など、ダムを広くPRし、ダ
ムの目的や役割などについて理解を深めてい
ただくための活動を行っています。
５　終わりに
　　ダムは水害から県民の生命・財産を守るために無くてはならない重要な社会資本です。ダムを適切に運用
し、その目的や役割を県民の皆様に理解していただくことが、我々ダム管理者の責務であると考えています。
　　是非皆さんもダムを訪れていただき、ダムについて学んでみてください。

塩原ダム湖面状況　10月13日　7：00

栃木県 県土整備部

　令和７年６月18日、青年経営者連合会（青経連）の
経営者講習会と通常総会がホテルニューイタヤで開
催されました。経営者講習会では、株式会社トークナ

ビ 代表取締役アナウ
ンサーの樋田かおり様
を講師に迎え、「社長
の伝え方には会社を変
える力がある」をテー
マ に 講 演 を 行 い まし
た。
　 その 後 通 常 総 会 が
開催され、岩澤青経連
会長から、「当会では
地域に必要とされる建
設業の姿を若い世代に
も伝えるべく「建FES 
G O ! 」 を 実 施 し て き
た。今後も青年経営者
ならではの視点と行動
力で業界の未来を切り

拓いていきたい。」と挨拶がありました。
　議事では令和６年度の事業として、職業体験を通
じて建設業をPRする「建FES GO!」や、土木事務所と
の意見交換会、「とちけん小町による魅力発信プロ
ジェクト」を行ったことを報告しました。続けて令和
７年度の事業計画として、「建FES GO！」の継続開催
や、各団体との意見交換会、「全国・関東建設青年会
議」、「北関東三県合同会議」への参加等、各種活動
に積極的に参加していくことを説明しました。

青経連経営者講習会と
通常総会を開催

【青年経営者連合会】

土木・建築の仕事の魅力を伝達
～宇都宮工業高校にて出前講座～

【宇都宮支部】

　宇都宮建設業青年の会（当時・津野田哲会長）は、令
和７年２月27日に宇都宮工業高校の環境土木科なら
びに建築デザイン科の２年生を対象とした出前講座を
実施しました。この講座は工事現場や実際の建築物の
見学とともに建設業の仕事内容の紹介をとおして、建
設業の社会的役割や魅力を正しく理解していただくこ
とにより、将来の担い手確保につなげることが目的。

　 学 校で の 環 境
土 木 科 ならび に
建築デザイン科合
同の開会式の後、
環境土木科は「主
要 地 方 道 宇 都 宮
向 田 線 板 戸 大 橋
下部工建設工事」
を、建築デザイン
学科は「カンセキ
スタジアム」「ユウ
ケイ武道館」を見
学。現場や建築物
を見学した生徒た
ちは、案内役の工
事 担 当 者 に 盛ん
に 質 問しており、

普段勉強していることに対してさらに興味がわいている
ようでした。
　午後の座学では、現場監督の仕事内容を説明し、ま
た現在現場で活躍している若手技術者との座談会形式
の話し合いも設けられ、より具体的に仕事内容を理解
していただきました。

（岩原産業㈱　岩原正樹）

下部工の現場見学（土木）

カンセキスタジアム見学（建築）

若手技術者との座談会（土木）

若手技術者との座談会（建築）
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　宇都宮建設業協会（栃木県建設業
協会宇都宮支部）は令和７年５月17
日、宇都宮市の鬼怒川道場宿緑地で
開催された国土交通省・関東１都６
県・宇都宮市が主催の第73回利根川
水系連合・総合水防演習に参加しま
した。この演習は1947年に発生し
たカスリーン台風の被害を教訓に、
1952年から利根川水系の栃木・群馬・
茨城・埼玉・千葉の５県の持ち回りで
毎年開催されているもので、演習の
総裁は高橋克法国土交通副大臣が、
副総裁を福田富一栃木県知事ならび
に佐藤栄一宇都宮市長が務めました。

　宇都宮建設業
協会は第１部の
水防訓練におい
て、大型土のうを
トラックで搬入
し設置する水防
活動の支援を、第
２部の越水発生

後の救出・救護訓練では、緊急車両が通過できるよう
氾濫水による流木を迅速に撤去する道路啓開作業を
担当しました。
　高橋克法国土交通副大臣が「水害への備えはハード
整備とソフト対策が必要。流域治水を進める上で関
係者が一堂に会する訓練が重要。」とあいさつされた
内容がまさに具現化された意義ある演習となりました。

（岩原産業㈱　岩原正樹）

水害に備え万全の体制を整備
～宇都宮で利根川水系総合演習開催～

【宇都宮支部】

水防訓練で地域防災に貢献

【鹿沼支部】

　令和７年６月８日、鹿沼消防本部訓練場にて開催

された水防訓練に参加しました。この訓練は、水防

管理者である松井正一鹿沼市長からの要請を受け、

水防法第36条に基づく水防協力団体としての責務を

果たすべく行われたものです。

　午前８時30分から10時までの間、参加者は水防工

法演習に真剣に取り組みました。特に、大雨災害時

に不可欠となる土のうの作成方法や設置方法につい

ては、消防団員からの指導のもと、実践的な訓練が

行われました。

　演習後には、鹿沼支

部技術委員会委員長の

飯野より「道路河川等

管理情報システム」に

ついて説明を行いまし

た。このシステムを共

有することで、消防団

員の皆様が災害発生時

における道路や河川の

状況把握、迅速な情報

共有と適切な対応を可

能にすることを目的としました。

　今回の水防訓練を通して、「地域の守り手」として

防災力向上および建設業協会の貢献を広く発信する

ものとなりました。今後も、栃木県建設業協会鹿沼支

部は、災害に強いまちづくりに向けて積極的に活動し

てまいります。 （五月女建設㈱　五月女紀士）

水防工法演習

土のう作製

道路河川等管理情報システムの説明
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芳賀支部創立
100 周年を迎えて

【芳賀支部】

除雪カードを作成し、配布
（７種類 2,800 枚）

【日光支部】

　令和６年度の広報活動として、日光支部では除雪
カードの作成（７種類 2,800 枚）・配布を行いました。
日光支部の窓口にて配布を行ったところ好評であった
ため、栃木県道路公社でも閑散期の交通量増加対策と
して配布したい旨の要請を受けました。結果として日
光支部窓口には令和７年４月 30 日現在で延べ 400 人
の方にご来訪いただき、日光道では日光口 PA（下り：
３種類、上り：４種類）に配置したところ、計 350 枚
の全ての配布が終了しております。この活動は下野新
聞などにも掲載されました。
　近年では積雪量の減少など除雪作業の機会は少なく
なっておりますが、地域の守り手として大切な仕事を
担っていることを多くの方に知っていただく活動を継続
してまいります。

（㈱山田組　山田　孝）

　芳賀支部は、今年１月に創立100周年という大きな

節目を迎えました。初代芳賀支部長に坂本勝造氏が就

任して100年、この間、戦争、経済危機、自然災害など

様々な出来事に直面しながらも、先人から受け継いだ

技術とその時代の新しい技術を取り入れ、地域とともに

成長を続けてまいりました。

　昨年12月14日には、「芳賀支部創立100周年記念式

典」を盛大に開催することができました。当日は、福田

知事をはじめ来賓、関係企業、支部員合わせて約130人

が出席し、森本章倫早稲田大学教授による記念講演会、

歴代支部長への感謝状贈呈、祝賀会が行われました。

支部員一同、100年の歴史を振り返り、一貫して「地域

の創り手」・「地域の守り手」として果たしてきた支部の

役割を再認識するとともに、総力を結集して人々が安全

安心、豊かに暮らせる地域づくりに力を尽くしていく決

意を新たにいたしました。

　次の100年への一歩を踏み出す私たち芳賀支部の活

動に引き続きご支援とご理解を賜りますようお願い申

し上げます。

（大関建設㈱　大関好男）

世界遺産日光の未来を創る地域に根ざした建設業団体

一般社団法人  栃木県建設業協会 日光支部
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乙女大橋現場見学会
実施報告

【下都賀支部】

　令和７年４月15日、乙女大橋安全衛生協議会によ
る現場見学会を開催しました。
　近隣の小山市立乙女小学校の５・６年生約170人が
参加し、乙女大橋の歴史や、橋の架替工事の意義につ
いてイラストを交えて説明を行いました。続いて、工
事写真を用いて現場代理人が橋づくりの手順や工程
を説明。
　さらに、参加児童は安全帯・ヘルメットを着用のう
え、グループごとに高所作業車に搭乗し、約10ｍの高
さから橋脚の景色を体験しました。

　待機時間には、建設業ク
イズを実施。正答数の多い
児童にはオリジナル重機
シールをプレゼントし、大
いに盛り上がりました。
　質疑応答では、「橋はい
つ完成するの？」「どんな橋
になるの？」など、児童た
ちが積極的に手を挙げ、新
しい橋への期待が感じられ
ました。
　参加者からは「経験した
ことのない高いところから
橋が見られて楽しかった！」

という笑顔の声も。
　今回の体験を通じて、児童たちの建設業への理解と
関心が深まり、工事への注目度の向上や、将来の担い
手育成にもつながることが期待されます。

（㈱山中組　山中慎太朗）

　令和７年６月12日、塩谷支部は水防及び地震情報伝
達訓練を実施しました。塩谷支部、矢板土木事務所、矢
板市、建設コンサルタンツ協会関東支部を含め合同訓
練に約60人が参加しました。道路河川等管理情報シス
テムを使ったリモートでの情報共有と意思伝達訓練に
より現場との連携を確認し、災害対応力強化を図りまし
た。　水防訓練では、台風接近の影響により線状降水
帯が発生し、箒川沿いの堤防浸食を想定。現場班は本
部指示により大型バックホウを搬入、クイックホッパー
を使用し、大型土のうの作製を行い浸食箇所に設置、
応急処置を行いました。

　地震訓練では、
矢板市において
震度５弱の内陸
型直下型地震が
発 生し、異 常 時
に備えた待機体

制を執っている想定。対策本部より道路、河川及び急傾
斜地のパトロールを行うよう指示があり、撮影現場班が
現場パトロールを行い情報システム使用により各現場
状況を報告、状況確認を対策本部が行い情報共有の連
携を図りました。
　橋梁部異常箇所においては、建設コンサルタンツ協
会調査員が現地に向かい、橋梁破損箇所の緊急点検、
安全性評価を行いました。異常気象、大型地震の多い
近年、訓練によりいつでも非常時に対応できるように県、
市町、各協会が連携を図り、地域の守り手として防災活
動に今後も努めていきたいと思います。

（友建工業㈱　小菅秀樹）

水防及び地震情報伝達 合同訓練 
　( 道路河川等管理情報システム・現場応急対策 )

【塩谷支部】

堤防浸食防止大型土のう積工法にて応急処置状況

塩谷支部対策本部情報確認
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ドローンによる現地確認　那須烏山市大沢地区

道路河川等管理情報シス
テムを用いた伝達訓練

【烏山支部】

建設フォトコンテスト in とちぎ

【那須支部】

　令和７年６月19日、烏山支部では情報伝達訓練を烏
山土木事務所並びに那須烏山市、那珂川町と合同で実
施しました。
　訓練は台風の影響で大雨洪水警報が発令され県道
で落石が発生、一級河川荒川では河川増水により河岸
が危険な状態であることを想定して訓練を実施し、関係
機関から約30名が参加しました。

　情報伝達にあたっては、
栃木県建設業協会が開
発・運用する「道路河川
等管理情報システム」を
活用し、現地状況並びに
情報等をシステムにアッ
プすることにより、関係
機関が情報の把握と共
有化を図ることができま
した。また、烏山支部員
は、訓練にあたり事前に

システムの講習会を受講。事象状況に合わせた情報登
録方法を習得することにより、効率的な情報の共有化
に努めました。
　また、現地状況確認方法の強化を図るため、ドロー
ンによる現地確認を行うとともに、それらの情報を関係
機関と共有することにより、現地復旧の早期対策・計画
の判断材料として活用することができました。今後、烏
山支部では現地情報取得強化を図るため、ドローン講
習や機器の導入等を進めてまいります。

（㈱荒川建設　中山靖之）

　建設業の魅力発信のため令和７年１月23日から４
月30日までの期間で「第１回建設フォトコンテスト
inとちぎ」“身近にある建設業と冬景色”をテーマに、
建設現場の冬の写真を関係者・一般を問わず広く募集
しましたところ、多数の作品が投稿されました。投稿

者 の 内 訳 は、建
設業関係者及び
一 般 の 方 （々小
学 生 も 含 む）と
な っ て お り、審
査委員会による
審査を経て各賞
を決定し発表し
たいと思います。
　 また、今 回 は
冬景色と題し募
集しましたが、建
設 現 場 の「春夏
秋冬」、四季を通
じて募集するこ

とにより、建設業への関心を広く一般の方々に持っても
らい、魅力を発信することにより人材確保につながるこ
とを期待し、継続して実施したいと考えております。
　募集に当たり、ポスターの掲示に協力をいただきま
した関係機関、関係者並びに投稿していただきました
皆様方に感謝申し上げます。

（㈱舘林工業　舘林貴之）

投稿された作品は県北建設会館に展示しています。
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排水ポンプ車訓練

【安蘇支部】

　令和７年５月 27 日、佐野市を流れる一級河川・旗

川の白旗橋下流において、安足土木事務所、わたらせ

建設業協同組合、安蘇建設業協同組合による排水ポン

プ車の操作訓練を行いました。

　本訓練は、近年増加傾向にある局地的豪雨や台風な

どによる河川の急激な増水に備え、迅速かつ的確な排

水対応を可能とするための重要な取り組みです。当日

は実際の出動を想定し、ポンプ車の現地搬入からホー

スの設置・吸水・排水までの一連の流れを確認しなが

ら、関係者が連携して作業を行いました。

　参加者たちは、操作手順の再確認だけでなく、現場

での安全確保や情報共有の重要性についても意識を高

める機会となりました。訓練の中では、実際に出動し

た場合を踏まえた応用的な対応も取り入れられ、災害

時の実効性を高める内容となっていました。

　今回の合同訓練を通じて、関係機関同士の連携強化

が図られたとともに、地域住民の生命と財産を守る体

制づくりへの一層の貢献が期待されます。

（岡田土建㈱　石澤洋幸）

　令和７年５月11日、中橋３連アーチ橋（側人道橋）の開

通に合わせて、中橋への愛着を深めるためのイベント「お

かえり中橋！～未来へつなぐ架け橋～」が国・県・市の主

催で開催され、足利支部も共催団体として参加しました。

　当日は、午前10時から開通セレモニーが行われ、主

催者代表挨拶の後、地元小学校の児童による親柱の除

幕とテープカットが行われ開通となりました。引き続き、

高校生のバトントワリング部やジュニアマーチングバン

ドを先頭に関係者をはじめ、たくさんの市民が渡り初

めを行い、開通が祝われました。

　このイベントでは、我々も高所作業車の搭乗体験を

行いました。高所から中橋の３連アーチを見渡す風景

は、約400人の市民が参加するなど大人気で、我々も大

変有意義な時間を過ごすことができました。

　今回のイベントを通して、改めて中橋がたくさんの市

民に愛されていることを実感するとともに、我々も微力

ながら、この中橋の架け替え事業にできる限りの貢献を

していきたいと考えたところです。

（三興工業㈱　山根良樹）

おかえり 中橋！

【足利支部】
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